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注意事項の表記方法 
用語とマークについて  

取扱説明書に使用されている用語およびマークの意味は、次の通りです。 

： 人体や生命に危害をおよぼす恐れのある場合に、その危険を避ける

ための注意事項が記されています。 

 

 

： 機器を損傷する恐れのある場合に、注意事項が記されています。 

 

 

： 感電の恐れがある箇所です。絶対に手を触れないでください。 

 

 

： 保護用接地端子を示します。 

 

 

： 操作上の禁止事項を示します。 

 

 

： 便利な使い方の例を示します。 
本製品に対するお問い合わせは、弊社営業所までお願いいたしま 

また、e-mail によるお問い合わせも承っております。 

mail アドレス  

 

 

 

 

 

 

 

 

and-info1@aandd.co.j 

ご注意  
（１）  本書の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。  
（２）  本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。  
（３）  本書の内容は万全を期して作成しておりますが、ご不審な点や誤り、記載もれ

などお気づきの点がありましたら、お買い求めの販売店または最寄りの弊社営

業所へご連絡ください。  
（４）  当社では、本機の運用を理由とする損失、損失利益等の請求については、（３）

項にかかわらずいかなる責任も負いかねますのでご了承ください。  
 
    2015 株式会社  エー・アンド・デイ  
 株式会社エー・アンド・デイの許可なく複製・改変などを行なうことはできま

せん。  
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1. 概要 

このたびは、エー・アンド・デイの製品をお買い求めいただきありがとうございます。  

本機を十分に活用していただくため、ご使用前に本書をよくお読みください。 

 

1.1. 特長 

ＡＤ－４５３０は以下のような特長があります。 

 

□ 実負荷によらないキャリブレーション 

デジタルキャリブレーション機能によりセンサの定格出力（ｍＶ／Ｖ）をキー入力することで

キャリブレーションが行えます。実負荷を加えることができない場合に便利です。 

 

□ デジタルフィルタ 

遮断周波数（カットオフ周波数）２．５Ｈｚ～０．１Ｈｚおよびオフから選択できます。 

 

□ デジタルゼロ（ＤＺ、ゼロ補正） 

計測値をゼロにします。 

荷重測定の風袋引きなどに使用できます。 

ゼロの値は不揮発メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）にバックアップされ、パワーオン時（停電時）に継

続することができます。バックアップ回数は１０００万回以上です。 

 

□ ゼロトラッキング 

計測値のゼロ点ドリフトを検出し、自動的にゼロになるように補正します。 

 

□ ホールド機能  

ファンクション設定（ホールドモード）によってサンプル、ピーク、ボトム、両極性ピーク

ホールドが選択可能です。 

 

□ 比較機能  

ＨＩ、ＯＫ、ＬＯの比較結果は表示と接点信号に出力します。 

ヒステリシス設定により、出力のチャタリングを防ぐことができます。 

 

□ 多彩なデータ出力 

オプションでコンパレータ出力、シリアルインタフェース（ＲＳ－４８５／ＲＳ－２３２Ｃ）、

アナログ電圧出力（ＤＡＶ）／アナログ電流出力（ＤＡＩ）を用意しております。 
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2. お使いいただく前に 

本機は精密機器ですので、開梱時の取り扱いにはご注意ください。 

また、品物がそろっているかよくご確認ください。 

 

2.1. 設置および使用前の注意 

本機を安全にご使用いただくために以下の注意事項をよくお読みください。また、本機特有の注

意事項については以降の本文中に記載されております。 
 

□本機は精密機器ですので、取り扱いには十分ご注意ください。 

□水のかからない場所に設置してください。 

□振動・衝撃のない場所、高温・多湿にならない場所、直射日光の当たらない場所、ほこりの

少ない場所および塩分、硫黄分などを含んだ空気にさらされない場所に設置してください。 

□引火性のあるガスまたは蒸気にさらされない場所に設置してください。 

□使用温度範囲は、－１０℃～＋４０℃以内です。 

□電源は、ＡＣ１００～２４０Ｖです。瞬停やノイズ成分を含むと、誤動作の原因になります。

電源は安定なものを使用してください。動力線との共用は避けてください。 

□電力系の配線やノイズの多い配線とは別に配線してください。 

□アナログ電圧出力端子の負荷は必ず１０ｋΩ以上としてください。 

また誘導負荷は接続しないでください。 

□アナログ電流出力端子の負荷は必ず５１０Ω以下としてください。 

また誘導負荷は接続しないでください。 

□センサへの配線を延長する場合は、電力系の配線やノイズの多い配線とは別々にしてください。 

□据付が完了するまで電源を投入しないでください。電源を切断するスイッチは本機にはありま

せん。 

□ロードセルケーブルは、シールド付きのものを使用してください。 

□接続可能数を超えるセンサを接続しないでください。機器が破損する恐れがあります。 

 

 
 

2.2. 使用上の注意 

□本機はセンサからの微小電圧を計測する精密機器ですのでノイズの影響がないようにしてくだ

さい。 

 (ノイズ源の例:電力系の配線、無線、電気溶接器、モータ等) 

□本機は改造しないでください。 

□いずれのホールドモードにおいてもホールド値はデジタル的にメモリされますのでホールド後

の表示およびアナログ出力にドループ現象は起りません。但し、電源を切るとホールドは解除

されます。 
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カバーを外すときは電源を切断 

カバーを取り外す場合は、必ず電源を切断した状態で行ってください。 

 

 

 
 
電源を切断してすぐに触れないでください。 

感電の恐れがありますので、電源を切断してから１０秒以内は、本機の内部に手を触れ

ないでください。 

 

 

 
 
ネジの締め忘れに注意 

ネジの締め忘れにご注意ください。ネジが緩いと使用中に外れて回路をショートする 

恐れがあります。また、ノイズによる誤動作が発生する可能性があります。 
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3. 仕様 

3.1. 一般仕様 

□ 計測点数   1 点  

□ 適用センサ  ひずみゲージ式センサ（出力抵抗 10kΩ以下） 

□ 電源電圧 AC100～240V +10%,-15% (50/60Hz) 

□ 消費電力 約 10VA 

□ センサ電源  DC5V±5%, 50mA 

  120Ω系センサ最大 1個、350Ω系センサ最大 3個接続可能 

□ 計測範囲 

￭ 信号入力範囲  -35～+35ｍV（-7～+7ｍV/V） 

￭ ゼロ調整範囲  -35～+35ｍV（-7～+7ｍV/V） 

￭ 最小保証入力感度  0.4μV/d 以上 （d=最小目盛） 

￭ 最小表示入力感度  制限無し 

□ A/D 変換方式  デジタルシグマ方式 

□ 内部分解能  約 1,000,000 カウント 

□ サンプリング速度  10 回/秒 

□ 表示範囲  -9999～+9999 

□ リニアリティ  0.01%F.S. ±1Digit 以内 

□ 温度特性 

￭ ゼロ  ±0.2μV/℃（Typ.） 

￭ スパン  ±30ppm/℃（Typ.） 

□ 使用温湿度範囲 -10℃～40℃、85%RH 以下(但し結露しないこと)  

□ キャリブレーション方式 ￭ デジタルスパン（実負荷によらない校正） 

  ￭ 実負荷キャリブレーション 

□ 外形寸法  96×48×127.5mm (W×H×D)  

 パネルカット寸法 92×45 mm 

  配置間隔     横 120mm 以上 縦 70mm 以上 

□ 本体質量 約 290g 

□ パネル面 

￭ 計測値表示部  7 セグメント 赤色 LED 4 桁 文字高 14mm、極性表示 赤色 LED 1 個 

￭ 状態表示部  赤色 LED 1 個、緑色 LED 2 個、橙色 LED 2 個 

￭ キースイッチ  5 個 
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3.2. 各種機能 

￭ デジタルゼロ  ZERO  キー、外部入力およびシリアルのコマンドからの指令により 

 （ゼロ補正） 計測値をゼロにします。 

 デジタルゼロは不揮発メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）にバックアップします。 

 調整可能範囲：定格容量の１～１００％の範囲で任意に範囲設定可能 

￭ ゼロトラッキング機能 計測値のゼロ点ドリフトを検出し、自動的にゼロになるように 

 補正します。 

 トラッキング時間：０．０～５．０（秒）任意に範囲設定可能 

 トラッキング幅：０．０～９．９（ｄ）任意に範囲設定可能 

￭ パワーオンゼロ機能 電源投入時のデジタルゼロの状態を選択します。 

￭ デジタルフィルタ機能 カットオフ周波数範囲：０．１～２．５（Ｈｚ） 

￭ コンパレータ機能 上下限設定によりＨＩ、ＯＫ、ＬＯを表示します。 

￭ ホールド機能 サンプルホールド、ピークホールド、ボトムホールド、 

両極性ピークホールドから選択 

￭ ラッチ機能 外部入力のＬＡＴＣＨに対応し、表示値／コンパレータ／アナログ

出力／シリアル出力をラッチします。 

￭ リレー出力機能 ＨＩ、ＯＫ、ＬＯの接点出力が可能です。（オプション） 

￭ シリアル入出力機能 計測値の出力およびコマンドの入力が行えます。 

 ＲＳ－４８５／ＲＳ－２３２Ｃ（オプション） 

￭ アナログ出力機能 計測値をアナログ電圧／アナログ電流で出力します。（オプション） 
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3.3. オプション 

3.3.1. オプションの種類 
￭ ＡＤ４５３０－２００ リレー出力 

￭ ＡＤ４５３０－０３０ ＲＳ－４８５ 

￭ ＡＤ４５３０－０４０ ＲＳ－２３２Ｃ 

￭ ＡＤ４５３０－００７ アナログ出力 

￭ ＡＤ４５３０－２３７ リレー出力、ＲＳ－４８５、アナログ出力 

￭ ＡＤ４５３０－２４７ リレー出力、ＲＳ－２３２Ｃ、アナログ出力 

オプションはいずれか一つが装着可能です。 

 

3.3.2. オプション仕様 
￭ リレー出力 ＨＩ，ＯＫ，ＬＯ 

ＡＤ４５３０－２００ ＡＣ２５０ＶまたはＤＣ３０Ｖ ３Ａ（合計電流５Ａ） 

ＡＤ４５３０－２３７ 接点構造  機械接点 

ＡＤ４５３０－２４７ 接点構成  １ａ 

機械的寿命 ５００万回以上、電気的寿命 １０万回以上 

（抵抗負荷） 

 コネクタ  ４ｐｉｎ（ＨＩ，ＯＫ，ＬＯ，ＣＯＭ） 

 

￭ ＲＳ－４８５  ＥＩＡ ＲＳ－４８５ 準拠 

ＡＤ４５３０－０３０ マルチドロップ台数 最大３１台 

ＡＤ４５３０－２３７ コネクタ ５ｐｉｎ（Ａ，Ｂ，ＳＧ，Ａ，Ｂ） 

 

￭ ＲＳ－２３２Ｃ  ＥＩＡ  ＲＳ－２３２Ｃ 準拠 

ＡＤ４５３０－０４０ コネクタ ５ｐｉｎ（ＲｘＤ，ＴｘＤ，ＳＧ，ＩＣ，ＩＣ） 

ＡＤ４５３０－２４７   

 

￭ アナログ出力 Ｄ／Ａ変換方式 ＰＷＭ 

ＡＤ４５３０－００７ 分解能   １３ｂｉｔ相当 

ＡＤ４５３０－２３７ 応答速度  約５００ｍｓ 

ＡＤ４５３０－２４７ 電圧出力  ０－１０Ｖ 適応負荷 １０ｋΩ ｍｉｎ． 

電流出力  ４－２０ｍＡ 適応負荷 ５１０Ω ｍａｘ． 

非直線性  ±０．１％ ｔｙｐ． 

温度係数  ゼロ点 １００ｐｐｍ／℃ ｔｙｐ． 

コネクタ  ３ｐｉｎ（ＶＯＵＴ，ＩＯＵＴ，ＣＯＭ） 
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3.3.3. オプションの装着方法 
① ガイドレールを固定しているネジ（２本）をはずし、ガイドレールを引き抜いて取り去ります。 

② ケースを固定しているネジ（２本）をはずします。 

③ フロントパネル（図示の部分を手で持って）からケースを引き抜いてはずします。 

④ 不要なブランクパネルをニッパなどで取り除きます。 

⑤ オプションボードをフロントパネル裏面の所定の位置に差込みます。 

⑥ 逆の手順で、ケースとガイドレールを取り付けます。 
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4. フロントパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1. 計測値表示部 

計測データの表示および設定値の表示を行います。 

小数点の設定はファンクションモードで行います。 

７セグメント４桁およびマイナスで表示します。 

 

 

4.2. 状態マーク 
 

名 称 解 説 

① HI 計測値が上限値（ＨＩ）を超えたとき点灯します。 

② OK 下限値 ≦ 計測値 ≦ 上限値のとき点灯します。 

③ LO 計測値が下限値（ＬＯ）に満たないとき点灯します。 

④ DZ デジタルゼロ補正のとき点灯します。 

⑤ HOLD ホールドしたとき点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①　　②　　③

④

⑤

AD-4530

HI              OK            LO

DZ

HOLD

HI
+/-

PRINT

HOLDLO
ESC

ZERO

計測値表示部 

キー 
スイッチ 
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4.3. キースイッチ 
 

操  作 機  能 

 

上限値設定モードに移行します。 

数値入力中は極性を変更します。 

 

下限値設定モードに移行します。 

数値入力中はキャンセル（解除） 

 

デジタルゼロをオンします。 

数値入力中は点滅桁の右移動および設定分類を変更します。 

＋
 

デジタルゼロをオフします。 

 

ホールドをオン／オフします。 

数値入力中は点滅桁のインクリメントおよび選択肢を変更します。 

 

シリアル出力します。（印字） 

数値入力中は入力を決定します。 

＋
 

キャリブレーションモードに移行します。 

＋
 

ファンクションの選択モードに移行します。 

＋ ＋
 

チェックモードの選択モードに移行します。 

 
※デジタルゼロの操作方法は設定（Cf11）により変更することが出来ます。 

誤操作防止用に ＋  キーまたは  キー長押し（約１秒）でデジタルゼロがオ

ンします。 

 

4.4. 動作モード 

□上限値／下限値設定モード 

コンパレータの上限値および下限値を設定するモードです。 

□キャリブレーションモード 

任意の実負荷を使って、ゼロ、スパンを校正するモードです。 

□ファンクションモード 

各種機能を設定するモードです。 

□チェックモード 

各種入出力の動作を確認するモードです。 
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5. リアパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子番号に注意 

配線時は、端子盤側面と筐体上面に表記されている端子番号を確認してください。 

 

 

5.1. 各コネクタの説明 

5.1.1. ＡＣ入力コネクタ 
①ＡＣ .............. ＡＣ電源コードを接続します。 

 入力電源は ＡＣ１００～２４０Ｖ ５０／６０Ｈｚです。 

 

配線時の注意事項  

関連する機器の電源をすべて切ってください。  

電力系の配線およびノイズの多い配線とは別に配線してください。 

 

5.1.2. ロードセル／コントロール入力コネクタ 
ロードセル 

①ＳＨＬＤ ....... センサケーブルのシールド線を接続します。 

②ＳＩＧ－ ....... センサの（－）入力端子です。 

③ＳＩＧ＋ ....... センサの（＋）入力端子です。 

④ＥＸＣ－ ....... センサに印加される電圧の（－）側端子です。 

⑤ＥＸＣ＋ ....... センサに印加される電圧の（＋）側端子です。 
 

 

 

 

 

④ ③ ② ① ⑤ ④ ③ ② ① ③ ② ①

① ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

リレー出力 RS-232C／RS-485 アナログ出力 

ＡＣ ロードセル／コントロール入力 
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コントロール入力 

⑥ＣＯＭ ...........  入力端子のコモン端子です。 

⑦ＬＡＴＣＨ ....ファンクションに設定された値や出力等をラッチする端子です。 

⑧ＨＯＬＤ .......ホールド信号を入力する端子です。 

⑨ＺＥＲＯ .......ゼロ補正信号を入力する端子です。 

 

5.1.3. リレー出力コネクタ（オプション） 
①ＣＯＭ ...........リレー出力端子のコモン端子です。 

②ＬＯ...............リレーのＬＯ出力端子です。計測値がＬＯになると出力します。 

③ＯＫ...............リレーのＯＫ出力端子です。計測値がＯＫになると出力します。 

④ＨＩ...............リレーのＨＩ出力端子です。計測値がＨＩになると出力します。 
 

 コンパレータ出力の注意事項 

回路の破損防止のため、出力定格を絶対に超えないでください。 

負荷のショート以外に定格を超える例として、リレーやソレノイドなどの誘導負荷に

よる逆起電力などがあります。対策としてはバリスタ、ＣＲ回路、ダイオード等を使

用する方法があります。 

 

5.1.4. シリアル通信コネクタ（オプション） 
ＲＳ－２３２Ｃの場合 

①ＩＣ ............内部接続（接続しないでください。） 

②ＩＣ ............内部接続（接続しないでください。） 

③ＳＧ ............シグナルグラウンド端子です。 

④ＴｘＤ .........送信端子です 

⑤ＲｘＤ .........受信端子です 
 

ＲＳ－４８５（２線式）の場合 

①Ｂ ................Ｂ端子です。 

②Ａ ................Ａ端子です。 

③ＳＧ ............シグナルグラウンド端子です。 

④Ｂ ................Ｂ端子です。 

⑤Ａ ................Ａ端子です。 

※Ａ端子、Ｂ端子はそれぞれ２端子有ります。 

内部で接続していますので、終端抵抗やマルチドロップ接続に使用してください。 

 

5.1.5. アナログ出力コネクタ（オプション） 
①ＣＯＭ .........アナログ出力端子のコモン端子です。 

②ＩＯＵＴ .....アナログ電流出力端子です。 

③ＶＯＵＴ .....アナログ電圧出力端子です。 
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5.2. コントロール入力部の等価回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3. コネクタの接続方法 

ＡＷＧ ................. １２～２４ 

むき線長さ.......... ６～７ｍｍ 

締付けトルク ...... ０．５～０．６Ｎｍ 

 

 

 

 

 

 

入力端子の結線時の注意 

□ スイッチ素子は機械接点、半導体接点の無電圧入力としてください。 

□ スイッチ素子のＯＦＦ時のリークは３０μＡ以下としてください。 

トグルスイッチ 

メカリレー接点 

半導体接点 

（トランジスタ 

オープンコレクタ）

ＴＴＬ オープンコレクタ出力 

＋５Ｖ 

３．３ｋΩ 

２００Ω 

ＡＤ－４５３０内部 

０．１μＦ 

機械接点 

（スイッチ）

ＯＮ時間、ＯＦＦ時間は各々 

１００ｍｓ以上確保してください。 

約１．５ｍＡ

⑦ＬＡＴＣＨ

⑦ＣＯＭ 

※⑧ＨＯＬＤと⑨ＺＥＲＯは⑦ＬＡＴＣＨと同一

回路です。 

注意 

！ 

マイナスドライバ 

コネクタ 
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6. 各部の構成と役割 

本機の機能をブロック図で書くと以下のようになります。 

 

6.1. 機能ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサからの入力 

Ａ／Ｄ変換 

デジタルフィルタ 

計測値の生成 

ホールド 

計測値表示 

コンパレータ リレー出力 

アナログ出力 

シリアル入出力 

外部入力 

オプション 

ラッチ 

コンパレータ表示 

キー操作 

制御 

Ｄ／Ａ変換 
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6.2. 機能説明 

6.2.1. デジタルフィルタ 
遮断周波数（カットオフ周波数）２．５Ｈｚ～０．１Ｈｚおよびオフから選択できます。 

 

6.2.2. デジタルゼロ 
計測値をゼロにします。 

 

6.2.3. ホールド 
サンプルホールド、 ピークホールド、 ボトムホールド、両極性ピークホールドの４種類の 

ホールド機能があります。ホールドの種類はファンクション（f003）で選択します。 

 

6.2.4. ラッチ 
外部入力のＬＡＴＣＨに対応してファンクション（f004）で設定した値や出力をラッチします。

ラッチはホールド処理の次に動作します。 

 

6.2.5. コンパレータ 
計測値を上限値、下限値と比較し、比較結果をＬＥＤ表示およびリレー出力端子に出力します。 

 

6.2.6. リレー出力（オプション） 
コンパレータの比較結果をリレー出力端子に出力します。 

 

6.2.7. アナログ出力（オプション） 
計測値をアナログ電圧ＤＡＶ（０Ｖ～１０Ｖ）とアナログ電流ＤＡＩ（４ｍＡ～２０ｍＡ）に変換

して出力します。（f201～f204） 

 

6.2.8. シリアル入出力（オプション） 
ＲＳ－２３２ＣまたはＲＳ－４８５で、計測値を出力、コマンドの受信およびファンクションの

設定ができます。 
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7. キャリブレーション 

ＡＤ－４５３０はセンサから電圧信号を計測して表示します。キャリブレーションはＡＤ－４５３０の

計測を正しく表示できるよう校正（調整する）機能です。 

 

小数点位置（Cf01）、最小目盛（Cf02）、定格容量（Cf03）はファンクションモードで設定

してください。 

ゼロ点の入力電圧（Cf04）、スパンの入力電圧（Cf05）、スパンの入力電圧に対する表示値

（Cf06）はキャリブレーションモードで調整してください。 

ファンクションモードで設定することもできます。（デジタル校正） 

 

※校正中は安定させてください。安定入力しないと校正誤差の原因になります。 

※安定は HOLD のＬＥＤの点灯で確認できます。 

※計測値と区別する為、数値のみの場合は小数点が点滅します。 

 

7.1. キャリブレーションモード 

通常モードより  ＋  キーでキャリブレーションモードに入ります。 

 ゼロ点キャリブレーションモードに入ります。 

 通常モードに戻ります。 

 

7.1.1. ゼロ点キャリブレーションモード 

ロードセルに何も載せない状態で、安定を待ってから  キーを

押します。 

ゼロ点キャリブレーションを行い、スパンキャリブレーション 

モードへ進みます。 

ゼロ点キャリブレーションを行わないで、スパンキャリブレー 

ションモードへ進みます。 

 押している間、ゼロのｍＶ／Ｖを表示します。 

 

 

 

 

 

スパンキャリブ 
レーション 
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7.1.2. スパンキャリブレーションモード 
ロードセルにスパンキャリブレーションに使う実負荷を加えた後、その負

荷の時に表示させる値を入力します。 

安定を待ってから  キーを押します。 

 変更する桁を選択します。 

 変更する桁の値が増加します。 

 極性を変更します。 

 スパンキャリブレーションを行い、登録待ちとなります。 

 スパンキャリブレーションを行わないで、登録待ちとなります。 

 

※スパンキャリブレーションを行うと３秒間スパンキャリブレーションのｍＶ／Ｖ値を表

示した後、キャリブレーション登録待ち状態になります。 

 

 

7.1.3.キャリブレーション登録モード 
取得したキャリブレーションのゼロとスパンおよび表示値を登録します。 

キャリブレーションを行わなかったデータは登録しません。 

 取得したデータを登録し、通常モードに戻ります。 

 取得したデータを登録しないで、通常モードに戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キャリブレーション 

登録モード 

通常モード 



 19 

7.2. キャリブレーションのエラー 

 

表 示 原 因 対処法 

C?e2 
ゼロ校正を行った点の電圧が 

プラス方向にオーバしています。

C?e3 
ゼロ校正を行った点の電圧が 

マイナス方向にオーバしています。

ロードセルの定格および結線を確認してく

ださい。 

C?e4 分銅値が定格容量を超えています。

C?e5 分銅値が最小目盛未満です。 

適切な値の分銅を使用してください。 

C?e6 
ロードセルの感度が不足してい

ます。 

ロードセルの結線を確認してください。 

適切な値の分銅を使用してください。 

C?e7 
スパンの校正を行った点の電圧

が、ゼロ点より低くなっています。

ロードセルの結線を確認してください。 

C?e8 
定格容量の荷重を載せたときに

ロードセルの出力電圧が高過ぎ

ます。 

定格容量の大きなロードセルを使用するか、

定格容量を小さな値に設定してください。 
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8. ファンクション 

ＡＤ－４５３０の各種機能を設定するファンクションの設定に関する説明です。 

設定値は不揮発性メモリに記憶されるので電源を切っても内容は保持されます。 

 
 

8.1. ファンクションの構成 

ファンクション番号の上位２桁はファンクションの種類を表し、下位２桁は枝番を表します。 
 

Cf .................キャリブレーション関係ファンクション 

f0 .................基本機能関係ファンクション 

f1 .................コンパレータ関係ファンクション 

コンパレータの動作に関する設定をするファンクションです。 

f2 .................アナログ出力関係ファンクション 

アナログ電圧出力およびアナログ電流出力の出力値を設定するファンクションです。 

f3，f4........シリアル通信関係ファンクション  

ＲＳ－２３２ＣおよびＲＳ－４８５の設定をするファンクションです。 

※ゼロ点の入力電圧（Cf04）、スパンの入力電圧（Cf05）、スパンの入力電圧に対する表示値

（Cf06）はキャリブレーションモードで設定される設定値です。 

※上限値（f101）と下限値（f102）は、上限値設定モード、下限値設定モードで設定される

設定値です。 
 
※計測値と区別する為、数値のみの場合には小数点が点滅します。 

 

 
 

8.2. キー操作 

通常モードより  ＋ 
 
キーでファンクション選択モードに入ります。 

 

8.2.1.ファンクション選択モード 
 

 ファンクションの種類を選択します。（上位２桁） 

 ファンクションの枝番を選択します。（下位２桁） 

 設定変更モードに入ります。 

 メモリ上の設定をバックアップ領域に保存し、通常モードに戻ります。 
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8.2.2.設定変更モード（２種類の設定タイプがあります。） 
 
Ｐ パラメータ選択タイプ（すべて点滅する。） 

 

 選択肢を変更します。 

 設定を有効にし、ファンクション選択モードに戻ります。 

 設定を無効にし、ファンクション選択モードに戻ります。 

 

Ｄ デジタル入力タイプ（変更する桁が点滅する。） 

 点滅桁を移動します。 

 点滅桁の値を変更します。 

 極性を変更します。 

 設定を有効にし、ファンクション選択モードに戻ります。 

 設定を無効にし、ファンクション選択モードに戻ります。 
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8.3. ファンクション項目 

8.3.1. キャリブレーション関係（Ｃファンクション） 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

機能名 設定内容 
初期値 

設定タイプ 

Cf01 
0～3 

小数点位置 

計測値の小数点位置 
0:0000 
1:000.0 
2:00.00 
3:0.000 

0 
Ｐ 

Cf02 
1～50 

最小目盛 

計測値の最小目盛（跳び数）ｄ 
1:１跳び   10:１０跳び 
2:２跳び   20:２０跳び 
5:５跳び   50:５０跳び 

1 
Ｐ 

Cf03 
1～9999 

定格容量 
(最大計測値) 

この設定＋８ｄ（８目盛）の値まで計測可能 
小数点位置は Cf01 に連動 

7000 
Ｄ 

Cf04 
-7.000 
～7.000 

ゼロ点の 
入力電圧 

ゼロ点のロードセルからの入力電圧 
単位はｍＶ／Ｖ 

0.000 
Ｄ 

Cf05 
0.001 

～9.999 

スパンの 
入力電圧 

スパン（計測値－ゼロ点）ロードセルからの入力

電圧。単位はｍＶ／Ｖ 
7.000 

Ｄ 

Cf06 
-9999 
～9999 

スパンの入力 
電圧に対する 

表示値 

スパン（計測値－ゼロ点）の表示値 
小数点位置は Cf01 に連動 

7000 
Ｄ 

Cf07 
0～100 

ゼロ補正 
範囲 

デジタルゼロを受け付ける範囲 
ゼロ校正を行った点を中心に、最大計測値に対す

る％で表す 

100 
Ｄ 

Cf08 
0.0～5.0 

ゼロトラッ

キング時間 

ゼロトラッキング幅と組合わせて、ゼロトラッキ

ングを行う。単位は秒 
0.0 の時はゼロトラッキングを行わない 

0.0 
Ｄ 

Cf09 
0.0～9.9 

ゼロトラッ

キング幅 

ゼロトラッキング時間と組合わせて、ゼロトラッ

キングを行う。単位はデジット 
0.0 の時はゼロトラッキングを行わない 

0.0 
Ｄ 

Cf10 
0～2 

パワーオン 
ゼロ 

電源投入時のデジタルゼロ 
0:デジタルゼロをオフする 
1:デジタルゼロを取り直す 
2:電源オフ時の状態を維持 

0 
Ｐ 

Cf11 
1～3 

ゼロ操作 

1:  でオン 

2:  ＋  でオン 

3:  を１秒以上押し続けるとオン 

＜共通＞ オン時に  ＋  でオフ 

1 
Ｐ 

Cf12 
1～2 

Ｉ／Ｏ入力

のゼロ 
1:Ｉ／Ｏに連動してオン／オフ 
2:オン動作のみ（オフなし） 

1 
Ｐ 
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8.3.2. 基本性能関係 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

機能名 設定内容 
初期値 

設定タイプ 

f001 
0000 

～1111 

キースイッチ 
の禁止 

設定値の各桁がキースイッチに対応 
通常モードのみ有効 
設定とキーの関係 0:禁止しない 
0 0 0 0      1:禁止する 

 
 

 
 

 
 
 

 
＋  

 

0000 
（２進数） 

D 

f002 
0～11 

デジタル 
フィルタ 

遮断周波数（カットオフ周波数） 
0:なし 6:０．５Ｈｚ 
1:２．５Ｈｚ 7:０．３５Ｈｚ 
2:２．０Ｈｚ 8:０．２５Ｈｚ 
3:１．５Ｈｚ 9:０．２０Ｈｚ 
4:１．０Ｈｚ 10:０．１５Ｈｚ 
5:０．７Ｈｚ 11:０．１０Ｈｚ 

4 
P 

f003 
0～4 

ホールド 
モード 

0:ホールドしない 
1:サンプルホールド 
2:ピークホールド 
3:ボトムホールド 
4:両極性ピークホールド 

1 
P 

f004 
0000 
～1111 

ラッチ機能 

外部入力のＬＡＴＣＨに対応 
設定とラッチの関係 0:機能なし 
0 0 0 0      1:機能あり 

表示値ラッチ 
コンパレータラッチ 
アナログ出力ラッチ 
シリアル出力ラッチ 

0000 
（２進数） 

D 

※ デジタルフィルタ（f002）の設定時に  キーを押すと計測値表示を確認できます｡ 

計測値を表示中は OK のＬＥＤが点滅し､  キーで表示をゼロにすることもできます｡ 

 
キーを押すと設定表示に戻ります。 
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8.3.3. コンパレータ関係 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

機能名 設定内容 
初期値 

設定タイプ 
f101 

-9999～9999 
上限値 

コンパレータの上限値 
小数点位置は Cf01 に連動 

0000 
Ｄ 

f102 
-9999～9999 

下限値 
コンパレータの下限値 
小数点位置は Cf01 に連動 

0000 
Ｄ 

f103 
0～2 

コンパレータ 
モード 

0:比較しない 
1:ゼロ付近以外比較 
2:常時比較 

2 
Ｐ 

f104 
-9999～9999 

ゼロ付近 
コンパレータに使用されるゼロ付近を設定す

る 
0000 

Ｄ 

f105 
1～3 

ヒステリシス 
モード 

ヒステリシスの方向 
1:上方２段階判定 
2:上下限判定 
3:下方２段階判定 

2 
Ｐ 

f106 
0.0～5.0 

ヒステリシス 
時間 

ヒステリシスの時間を０．１秒単位で設定 
0.0 の時ヒステリシスを使用しない 

0.0 
Ｄ 

f107 
00～99 

ヒステリシス 
幅 

ヒステリシスの幅をデジット単位で設定 
00 の時ヒステリシスを使用しない 

99 
Ｄ 

 

 

8.3.4. アナログ関係 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

機能名 設定内容 
初期値 

設定タイプ 
f201 

-9999～9999 
０Ｖ出力 

ＤＡＶ０Ｖ出力時の計測値 
小数点位置は Cf01 に連動 

0000 
Ｄ 

f202 
-9999～9999 

１０Ｖ出力 
ＤＡＶ１０Ｖ出力時の計測値 
小数点位置は Cf01 に連動 

1000 
Ｄ 

f203 
-9999～9999 

４ｍＡ出力 
ＤＡＩ４ｍＡ出力時の計測値 
小数点位置は Cf01 に連動 

0000 
Ｄ 

Ff204 
-9999～9999 

２０ｍＡ出力 
ＤＡＩ２０ｍＡ出力時の計測値 
小数点位置は Cf01 に連動 

1000 
Ｄ 
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8.3.5. シリアル通信関係 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

機能名 設定内容 
初期値 

設定タイプ 

f301 
2.4～38.4 

ボーレート 

2.4：２４００ｂｐｓ 
4.8：４８００ｂｐｓ 
9.6：９６００ｂｐｓ 
19.2：１９２００ｂｐｓ 
38.4：３８４００ｂｐｓ 

2.4 
Ｐ 

f302 
7～8 

データ 
ビット長 

7：７ビット 
8：８ビット 

7 
Ｐ 

f303 
0～2 

パリティ 
0：なし 
1：奇数パリティ 
2：偶数パリティ 

2 
Ｐ 

f304 
1～2 

ストップ 
ビット 

1：１ビット 
2：２ビット 

1 
Ｐ 

f305 
1～2 

ターミネータ 
1：ＣＲＬＦ 
2：ＣＲ 

1 
Ｐ 

f306 
1～2 

通信モード 
1：ストリーム 
2：マニュアルプリント 

2 
Ｐ 

f307 
00～99 

機器番号 
シリアル出力に付加するＩＤ 
00 は付加しない 

00 
Ｄ 

f401 
f402 
f403 
f404 
f405 
00～7F 

単位文字１ 
単位文字２ 
単位文字３ 
単位文字４ 
単位文字５ 

 

シリアル出力に付加する単位文字 
１６進数のアスキーコードで設定 
00 以降は無し 

00 
00 
00 
00 
00 

（１６進数） 
Ｄ 

 

8.3.6. エラー 
表 示 原 因 対処法 

ad?e 
Ａ／Ｄコンバータからデータを得

られません。 
修理が必要です。 

eepe 
不揮発メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）から

正常なデータを読めません。 

初期化を行ってください。 

解消されない場合には修理が必要です。 

Cale 校正データが異常です。 キャリブレーションを行ってください。 

dt?e 設定値が設定範囲外です。 設定値を確認し設定しなおしてください。 

 

8.3.7. ＡＳＣＩＩコード（２０ｈ～７Ｆｈ） 

16 進 ００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ ０８ ０９ ０Ａ ０Ｂ ０Ｃ ０Ｄ ０Ｅ ０Ｆ

２０ SP ! " # $ % & ' ( ) * + , - . / 

３０ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < = > ? 

４０ @ A B C D E F G H I J K L M N O 

５０ P Q R S T U V W X Y Z [ \ ] ^ _ 

６０ ` a b c d e f g h i j k l m n o 

７０ p q r s t u v w x y z { | } ~ DL

20 SP はスペース（空白） 7F DL は DEL 
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9. デジタルゼロ（ＤＺ） 

計測値をゼロにします。 

荷重測定の風袋引きなどに使用できます。 

この機能が動作中にはＬＥＤの DZ が点灯します。 

 

9.1. キー操作による制御 

 キーを押すごとに表示をゼロとし、ＤＺ機能をオンにします。 

 ＋  キーでＤＺ機能をオフします。 

※操作方法を設定（Cf11）により変更することができます。 

 ＋  キーまたは  キー長押し（約１秒）でＤＺ機能がオンします。 

オンになったときに表示をゼロとします。 

 

9.2. Ｉ／Ｏ入力による制御 

Ｉ／Ｏ入力のゼロ端子に連動してＤＺ機能がオン／オフします。 

ゼロ端子がオン（ＣＯＭ端子との短絡）になったとき、ＤＺ機能をオンして表示をゼロとします。 

オフ動作をファンクションにより無効にすることができます。（Cf12） 

 

9.3. ゼロトラッキング 

ゼロ点の変動を感知し、自動的にゼロ点を更新します。 

この機能はデジタルゼロがオンの時に有効で、ゼロトラッキング時間（Cf08）や 

ゼロトラッキング幅（Cf09）はファンクションで設定します。 

※ゼロ補正範囲を超えての更新は行いません。 

※ゼロトラッキングによるゼロ点の更新は、不揮発メモリにはバックアップされません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示 ０ トラッキング幅 

開始 

トラッキング時間 
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9.4. パワーオンゼロ 

電源投入時のデジタルゼロ動作を選択できます。（Cf10） 

０：デジタルゼロをオフする 

キャリブレーションのゼロ点を基準に測定します。 

力測定など絶対値の測定で使用します。 

 

１：デジタルゼロを取り直す 

電源投入時をゼロ点として測定します。 

重量測定などで使用します。 

 

２：電源オフ時の状態を維持 

ＤＺを基準に測定します。 

ホッパスケールなど長期にわたる測定で使用します。 

停電対策に有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.5. ＤＺのバックアップ 

ＤＺ値を不揮発メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）に書込みます。 

書込み回数は１０００万回ですので使用頻度に注意してください。 

ＤＺメモリの書込み寿命が少なくなると DZ のＬＥＤは点滅します。（書込み寿命１０％以下） 

※Cf10＝2 でキーやコマンドによる更新時のみバックアップを更新します。 

（ゼロトラッキングによるゼロ点の更新ではバックアップを更新しません。） 

ＤＺ 
オン 

電源 
オン 

電源 
オフ 

電源の変化 

入力の変化 

０：デジタルゼロ 
をオフする 

１：デジタルゼロ 
を取り直す 

２：電源オフ時の 
状態を維持 

０ 

０ 

０ 

０ 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

表示の変化 

設定による違い 
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10. ホールド 

サンプルホールド、ピークホールド、ボトムホールド、両極性ピークホールドの４種類の 

ホールド機能があります。ホールドの種類はファンクション（f003）で選択します。 

 

10.1. 基本動作 

ホールドの開始は  キーによる方法、外部入力のホールド端子およびシリアル通信の 

コマンド命令による方法があります。 

 

10.1.1.  HOLD  キーによる方法 

 キーを押すとホールドを開始し、ホールド値を表示します。 

ホールド中に再び  キーを押すとホールドが解除され、計測値を表示します。 

 

10.1.2. 外部入力のホールド端子による方法  
外部ホールド入力端子をＯＮ（接点入力）にしたとき、ホールドを開始します。 

このとき、外部入力のホールド端子はＯＮ状態を保持します。 

入力をＯＦＦ状態にしたとき、ホールドが解除されます。 

 

10.1.3. シリアル通信のコマンド命令による方法  
シリアル通信のホールドＯＮコマンド“ＨＣ

Ｒ
Ｌ
Ｆ”によってホールドを開始し、 

ホールドＯＦＦコマンド“ＣＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ”によってホールドを解除します。 

 

10.2. ホールドインジケータ 

ホールドが開始されると表示部の HOLD のＬＥＤが点灯し、＜ホールド中＞であることを 

表示します。 

 

10.3. ホールド入力の優先順位 

ホールド入力の優先順位は外部入力が他の方法より高くなっています。 

 

10.4. ホールド中のオーバ 

ホールド中にオーバとなった場合、表示はブランクとなります。 

コンパレータや出力など表示以外の機能はホールドデータを基に処理されますので 

注意してください。 
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10.5. ホールドの種類 

10.5.1. サンプルホールド 
サンプルホールドはホールド入力が入った後、表示と出力をホールドします。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

10.5.2. ピークホールド 
ピークホールドはホールド入力が入った後、ピーク値をホールドします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサ入力
表示値

ON 
OFF 

ON 
OFF  ＨＯＬＤ キー 

外部ホールド入力 

ホールド区間  ＨＯＬＤ 点灯 

  
センサ入力

表示値

ON 
OFF 

ON 
OFF 

 ＨＯＬＤ  キー 

外部ホールド入力 
ホールド区間  ＨＯＬＤ  点灯 
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10.5.3. ボトムホールド 
ボトムホールドはホールド入力が入った後、 低い値をホールドします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.5.4. 両極性ピークホールド 
両極性ピークホールドはホールド入力が入った後、絶対値のピーク値をホールドします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

センサ入力

表示値

ON 
OFF 

ON 
OFF 

 ＨＯＬＤ  キー 

外部ホールド入力 

ホールド区間   ＨＯＬＤ  点灯 

  
センサ入力

表示値

ON 
OFF 

ON 
OFF  ＨＯＬＤ  キー 

外部ホールド入力 
ホールド区間  ＨＯＬＤ  点灯 
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11. ラッチ 

外部入力のＬＡＴＣＨに対応してファンクション（f004）で設定した値や出力をラッチします。 

ラッチはホールドの次に（出力に対して）機能します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

センサ入力

出力値

ON 
OFF外部ラッチ入力 

ラッチ区間 
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12. コンパレータ 

計測値を上限値、下限値と比較し、比較結果をＬＥＤ表示およびリレー出力端子に出力します。 

 

12.1. 比較の関係 

比較出力と上下限設定値の関係は以下のような式で表示します。 

比較結果 比較条件式 

ＨＩ 上限値 ＜ 計測値 

ＯＫ 下限値 ≦ 計測値 ≦ 上限値 

ＬＯ 計測値 ＜ 下限値 

 

※プラスオーバのときはＨＩ出力、マイナスオーバのときは、ＬＯ出力となります。 

※上下限値はマイナスの設定も可能です。 

例 上限値－１０００、下限値－２０００と設定した場合、計測値が－５００のときはＨＩ、 

－２５００のときはＬＯという結果を表示および出力します。 

※必ず上限値は下限値より大きな値を設定してください。 

 

12.2. 上限値および下限値の設定 

ファンクションの上限値（f101）、下限値（f102）を以下の操作で変更できます。 

通常モードより  または  キーを押すと、上下限値の設定モードとなります。 

上下限値の設定モードでは、HI または LO のＬＥＤが点滅します。 

（リレー出力には影響しません） 

設定値が表示され、キー操作で値を変更できます。 
 

 点滅桁を移動します。 

 点滅桁の値を変更します。 

 極性を変更します。 

 設定を有効にし、通常モードに戻ります。 

 設定を無効にし、通常モードに戻ります。 

 
※上下限値の設定モードで２０秒間キーが押されない場合は、設定を無効にし通常モードに戻り

ます。 

※計測値と区別する為、数値のみの場合には小数点が点滅します。 

HI        OK        LO

通常モード 

通常モード 
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12.3. 動作例 

ゼロ付近以外常時比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.4. ヒステリシス 

出力端子のチャタリング（接点がＯＦＦ→ＯＮまたはＯＮ→ＯＦＦへ移行する際、ＯＮ／ＯＦＦ

を何回か繰り返しながら状態が移行する現象）を防ぐため、出力がＯＮ／ＯＦＦするタイミング

に時間と幅を持たせる機能です。 

計測値が設定値を超え出力がＯＮした後、計測値が設定値を下回り、更にヒステリシス幅だけ計

測値が下がった時、またはヒステリシス時間が経過したとき、出力がＯＦＦします。 

ヒステリシスの方向、幅、時間はファンクションで設定できます。（f105～f107） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ON
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

上限値 

下限値 

ゼロ付近 

HI 出力 

OK 出力 

LO 出力 
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12.4.1. ヒステリシス上方２段階判定（f105＝1） 
□ＨＩとＯＫの関係 

計測値が上限値を超えた時には、すぐにＨＩになります。 

計測値が上限値を下回っても、すぐにＯＫにはなりません。 

ヒステリシス幅を下回るか、ヒステリシス時間を超えた時点でＯＫになります。 

 

□ＬＯとＯＫの関係 

計測値が下限値を超えた時には、すぐにＯＫになります。 

計測値が下限値を下回っても、すぐにＬＯにはなりません。 

ヒステリシス幅を下回るか、ヒステリシス時間を超えた時点でＬＯになります。 

 

□判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ヒステリシス幅 

Hi 

 
 
 
 
 
 

lo 

 

HI 出力 

OK 出力 

LO 出力 

ON
OFF 

 

ON 
OFF 
 

ON 
OFF 
 

ヒステリシス時間 
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12.4.2. ヒステリシス上下限判定（f105＝2） 
□ＨＩとＯＫの関係 

計測値が上限値を超えた時には、すぐにＨＩになります。 

計測値が上限値を下回っても、すぐにＯＫにはなりません。 

ヒステリシス幅を下回るか、ヒステリシス時間を超えた時点でＯＫになります。 

 

□ＬＯとＯＫの関係 

計測値が下限値を下回った時には、すぐにＬＯになります。 

計測値が下限値を超えても、すぐにＯＫにはなりません。 

ヒステリシス幅を超えるか、ヒステリシス時間を超えた時点でＯＫになります。 

 

□判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒステリシス幅 

Hi 

 
 
 
 
 
 

lo 

HI 出力 

OK 出力 

LO 出力 

ON 
OFF 

      
ON 
OFF 
 
ON 
OFF 

ヒステリシス時間 
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12.4.3. ヒステリシス下方２段階判定（f105＝3） 
□ＨＩとＯＫの関係 

計測値が上限値を下回った時には、すぐにＯＫになります。 

計測値が上限値を超えても、すぐにＨＩにはなりません。 

ヒステリシス幅を超えるか、ヒステリシス時間を超えた時点でＨＩになります。 

 

□ＬＯとＯＫの関係 

計測値が下限値を下回った時には、すぐにＬＯになります。 

計測値が下限値を超えても、すぐにＯＫにはなりません。 

ヒステリシス幅を超えるか、ヒステリシス時間を超えた時点でＯＫになります。 

 

□判定の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒステリシス幅 

Hi 

 
 
 
 
 
 

lo 

HI 出力 

OK 出力 

LO 出力 

ON
OFF 

      
ON 
OFF 
 
ON 
OFF 

ヒステリシス時間 
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13. アナログ出力 

計測値をアナログ電圧ＤＡＶ（０Ｖ～１０Ｖ）やアナログ電流ＤＡＩ（４ｍＡ～２０ｍＡ）に 

変換して出力します。（f201～f204） 

 

13.1. アナログ電圧ＤＡＶ（０Ｖ～１０Ｖ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.2. アナログ電流ＤＡＩ（４ｍＡ～２０ｍＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０Ｖ

０Ｖ

出力電圧 

f202ｂ 
f201ａ f202ａ 

f201ｂ 
計測値 

ｂ ａ

２０ｍＡ

４ｍＡ

出力電流 

f204ｂ 
f203ａ Ff204ａ 

f203ｂ 
計測値 

ｂ ａ
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14. シリアル入出力 

14.1. データ出力フォーマット 

通常の計測値 ＷＴ，±１２．３４Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

小数点なし ＷＴ，±０１２３４Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

オーバ時 ＯＬ，±９９．９９Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

機器番号付加時 ＠ＮＮＷＴ，±１２．３４Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 （ＮＮはf307 で設定した番号） 

単位付加時 ＷＴ，±１２．３４ＵＵＵＵＵＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 （Ｕはf401～f405 で設定した文字コード） 

 

14.2. コマンドおよび応答 

※コマンドを認識できない場合には「？」を、コマンドを実行できない場合には「Ｉ」を返します。 

※機器番号付加時には「＠ＮＮ」（ＮＮはf307 で設定した番号）をコマンドの前に付加してく

ださい。「＠ＮＮ」が無い場合や番号が違う場合には応答しません。 

応答の前にも「＠ＮＮ」が付加されます。 

 

14.2.1. データ要求 
コマンドを受けた時点の表示データを出力します。 

コマンド Ｒ 

コマンド例 ＲＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

応答例 ＷＴ，±１２．３４Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

応答はデータ出力フォーマット参照。 

 

14.2.2. ゼロコマンド 
ゼロ動作を行います。 

コマンド Ｚ 

コマンド例 ＺＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

応答例 ＺＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

 

14.2.3. ホールドＯＮコマンド 
ホールドを開始します。 

コマンド Ｈ 

コマンド例 ＨＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

応答例 ＨＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 
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14.2.4. ホールドＯＦＦコマンド 
ホールドを解除します。 

コマンド Ｃ 

コマンド例 ＣＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

応答例 ＣＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

  

14.2.5. ＣＡＬゼロコマンド 
コマンドを受けた時点の入力データでＣＡＬのゼロ点の入力電圧（Cf04）を更新します。 

コマンド ＣＺ 

コマンド例 ＣＺＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

応答例 ＣＺＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

 

14.2.6. ＣＡＬスパンコマンド 
コマンドを受けた時点の入力データでＣＡＬのスパンの入力電圧（Cf05）を更新します。 

コマンド ＣＳ 

コマンド例 ＣＳＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

応答例 ＣＳＣ
Ｒ

Ｌ
Ｆ 

 

14.2.7. ファンクション読出しコマンド 
ファンクション設定を確認します。 

？ファンクション番号４桁 

コマンド例 ？Ｆ１２３Ｃ
Ｒ
Ｌ

Ｆ 

応答例 Ｆ１２３，±４５６７Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

 

14.2.8. ファンクション設定コマンド 
ファンクション設定を変更します。 

ファンクション番号４桁、極性、設定値４桁 

コマンド例 Ｆ１２３，±４５６７Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 

応答例 Ｆ１２３，±４５６７Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 
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15. 保守 

15.1. エラー表示 

エラーが表示された場合には対処法に従い対処してください。 

 

表 示 原 因 対処法 

ad?e 
Ａ／Ｄコンバータからデータを得ら

れません。 

修理が必要です。 

eepe 
不揮発メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）から 

正常なデータを読めません。 

初期化を行ってください。 

解消されない場合には修理が必要です。 

Cale 校正データが異常です。 キャリブレーションを行ってください。 

C?e＊ 
キャリブレーションのエラーです。 「7.2.キャリブレーションのエラー」

を参照してください。 

dt?e 
設定値が設定範囲外です。 設定値を確認し設定しなおしてくださ

い。 

 

 

表 示 原 因 対処法 

C?e2 
ゼロ校正を行った点の電圧がプラス

方向にオーバしています。 

C?e3 
ゼロ校正を行った点の電圧がマイナ

ス方向にオーバしています。 

ロードセルの定格および結線を確認し

てください。 

C?e4 分銅値が定格容量を超えています。 

C?e5 分銅値が最小目盛未満です。 

適切な値の分銅を使用してください。 

C?e6 
ロードセルの感度が不足しています。 ロードセルの結線を確認してください。 

適切な値の分銅を使用してください。 

C?e7 
スパンの校正を行った点の電圧が、 

ゼロ点より低くなっています。 

ロードセルの結線を確認してください。 

C?e8 

定格容量の荷重を載せたときに 

ロードセルの出力電圧が高過ぎます。 

定格容量の大きなロードセルを使用 

するか、定格容量を小さな値に設定し 

てください。 
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15.2. 各動作のチェック 

チェックモードにて、表示、キースイッチ、外部入出力などの動作確認を行います。 

※計測値と区別する為、数値のみの場合には小数点が点滅します。 

 

15.2.1. チェックモードへの入り方（選択モード） 

通常モードより  ＋  ＋  キーでチェックモードの 

選択モードに入ります。 
 

 チェック項目を変更します。 

 各チェックモードに入ります。 

 通常モードに戻ります。 

 

 

 

 

15.2.2. ディスプレイチェック 
各セグメントおよびＬＥＤの点灯によりディスプレイのチェック

を行います。 

全点灯／桁ごとに点灯／セグメントごとに点灯 
 

 チェック内容を切替えます。（全灯、桁、セグメント） 

 選択モードへ移行します。（「15.2.1.」参照） 

 

 

 

15.2.3. バージョンチェック 
ＡＤ－４５３０のＲＯＭバージョンを表示します。 

  

 選択モードへ移行します。（「15.2.1.」参照） 

 

 

 

 選択モード 

選択モード 

通常モード 

各チェック 
モードへ 

モード名表示 

決定 

選
択
モ
｜

ド
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15.2.4. Ａ／Ｄ（ｍＶ／Ｖ）チェック 
入力電圧をｍＶ／Ｖで表示しチェックを行います。 

 表示をゼロにします。 

 選択モードへ移行します。（「15.2.1.」参照） 

 

 

 

 

 

15.2.5. ＤＡＶ電圧チェック 
Ｄ／Ａ電圧出力を１Ｖ毎にチェックを行います。 

 出力電圧を１Ｖずつ増加します。（１０Ｖの次は０Ｖ） 

微調整モードへ移行します。 

（０Ｖ、１０Ｖの時に５秒押し） 

 選択モードへ移行します。（「15.2.1.」参照） 

 
※微調整モードにて出力電圧を微調整することができます。 

 

 

 

15.2.6. ＤＡＩ電流チェック 
Ｄ／Ａ電流出力を２ｍＡ毎にチェックを行います。 

 

出力電流を２ｍＡずつ増加します。 

（２０ｍＡの次は４ｍＡ） 

微調整モードへ移行します。 

（４ｍＡ、２０ｍＡの時に５秒押し） 

 選択モードへ移行します。（「15.2.1.」参照） 

 
※微調整モードにて出力電流を微調整することができます。 

 

 

 

 

選択モード 

微調整モード 

選択モード 

または 

微調整モード 

選択モード 

または 
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※微調整モード 

ＤＡＶ電圧は０．００１Ｖ単位、ＤＡＩ電流は０．００１ｍＡ単位で 

微調整できます。 

０Ｖと４ｍＡ調整時には LO が点滅します。 

１０Ｖと２０ｍＡ調整時には HI が点滅します。 
 

 調整レンジの選択します。（調整レンジの桁が点滅） 

調整レンジで出力を増加します。 

（点滅桁が９の場合、上位桁が増え０となります） 

調整レンジで出力を減少します。 

（点滅桁が０の場合、上位桁が減り９となります） 

 出力を確定、記憶します。 

 戻ります。 

 

 

調整には基準となる高精度の電圧／電流計が必要です。 

これらをご用意できない場合には微調整を行わないでください。 

正しい値を出力できなくなる可能性があります。 

 

 

15.2.7. Ｉ／Ｏチェック 
制御入力とコンパレータ出力のチェックを行います。 

１の桁  ＺＥＲＯ入力のＯＮ／ＯＦＦ（１／０） 

１０の桁 ＨＯＬＤ入力のＯＮ／ＯＦＦ（１／０） 

１００の桁 ＬＡＴＣＨ入力のＯＮ／ＯＦＦ（１／０） 
 

 ＨＩ出力および HI 点灯します。 

 ＯＫ出力および OK 点灯します。 

 ＬＯ出力および LO 点灯します。 

 選択モードへ移行します。（「15.2.1.」参照） 

 

 

 

戻る 

注意 

！ 

選択モード 

HI        OK        LO

HI        OK        LO

ZERO
入力

LATCH
入力

HOLD
入力
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15.2.8. シリアルチェック 
シリアル入出力（ＲＳ－２３２Ｃ／ＲＳ－４８５）のチェックを行います。 

「ＷＴ，４５３０」をストリームまたはマニュアルプリントで出力します。 

「Ｒ」コマンドを受信すると OK が点灯します。 

ストリーム（HI 点灯）／ 

マニュアルプリント（LO 点灯）を切替えます。 

 を押している間、設定のボーレートを表示します。 

を押している間、設定のデータビット長、パリティ、 

ストップビット、ターミネータを表示します。 

 データを出力します。 

 選択モードへ移行します。（「15.2.1.」参照） 

 

 

15.2.9. キーチェック 
キーの状態のチェックを行います。 

 

 １の桁（０／１） 

 １０の桁（０／１） 

 １００の桁（０／１） 

 １０００の桁（０／１） 

 ＬＥＤマイナス点灯（続けて２回押すと選択モードへ） 

 

 

15.2.10. ＤＺメモリチェック 
ＤＺメモリの書込み寿命を％で表示します。 

 

 選択モードへ移行します。（「15.2.1.」参照） 

 

 

 

 

選択モード 

HI        OK        LO

設定値表示 出力 

選択モード 

選択モード 

２回押す 
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15.2.11. 初期化 
各種設定値を初期化します。 

初期化の種類 

「inif」 Ｆファンクションを初期化します。 

 

「iniC」 ＦファンクションとＣＦファンクションを 

初期化します。 

 

「inia」 ＦファンクションとＣＦファンクションおよび 

ＤＡＶ電圧とＤＡＩ電流の補正を初期化します。 
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16. 設定リスト 

設定リストは、お客様のＡＤ－４５３０の保守のため、メモとしてご活用ください。 

また、お問い合わせの際はユーザ設定値をお知らせください。 

 

16.1. キャリブレーション関係（Ｃファンクション） 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

設定内容 初期値 ユーザ設定 

Cf01 
０～３ 

小数点位置 １０ｎ桁 0  

Cf02 
１～５０ 

最小目盛 
1：１跳び   10：１０跳び 
2：２跳び   20：２０跳び 
5：５跳び   50：５０跳び 

1  

Cf03 
１～９９９９ 

定格容量（最大計測値） 7000  

Cf04 
－７．０００ 
～７．０００ 

ゼロ点の入力電圧 
□．□□□ｍＶ／Ｖ 

0.000  

Cf05 
０．００１ 
～９．９９９ 

スパンの入力電圧 
□．□□□ｍＶ／Ｖ 

7.000  

Cf06 
－９９９９ 
～９９９９ 

スパンの入力電圧に対する表示値 7000  

Cf07 
０～１００ 

ゼロ補正範囲 
ゼロ校正を行った点を中心に、定格容量に 
対する％で表します。 

100  

Cf08 
０．０～５．０ 

ゼロトラッキング時間（秒） 
0.0 の時はゼロトラッキングを行いません。 

0.0  

Cf09 
０．０～９．９ 

ゼロトラッキング幅（０．１ｄ単位） 
0.0 の時はゼロトラッキングを行いません。 

0.0  

Cf10 
０～２ 

パワーオンゼロ 
0：デジタルゼロをオフします。 
1：デジタルゼロを取り直します。 
2：電源オフ時の状態を維持します。 

0  

Cf11 
１～３ 

ゼロ操作 

1：  でオン 

2：  ＋  でオン 

3：  を１秒以上押し続けるとオン 

＜共通＞ オン時に  ＋  でオフ 

1  

Cf12 
１～２ 

Ｉ／Ｏ入力のゼロ 
1：Ｉ／Ｏに連動してオン／オフ 
2：オン動作のみ（オフなし） 

1  
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16.2. 基本性能関係 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

設定内容 初期値 ユーザ設定 

f001 
００００ 

～１１１１ 

キースイッチの禁止 
1：禁止する 
0：禁止しない 

0000 
（２進数） 

 

f002 
０～１１ 

デジタルフィルタ 

0：なし 6：０．５Ｈｚ 

1：２．５Ｈｚ 7：０．３５Ｈｚ 

2：２．０Ｈｚ 8：０．２５Ｈｚ 

3：１．５Ｈｚ 9：０．２０Ｈｚ 

4：１．０Ｈｚ 10：０．１５Ｈｚ 

5：０．７Ｈｚ 11：０．１０Ｈｚ 

4  

f003 
０～４ 

ホールドモード 
0：ホールドしない 
1：サンプルホールド 
2：ピークホールド 
3：ボトムホールド 
4：両極性 ピークホールド 

1  

f004 
 ００００ 
～１１１１ 

ラッチ機能 
0：機能なし 
1：機能あり 

0000 
（２進数） 

 

 

16.3. コンパレータ関係 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

設定内容 初期値 ユーザ設定 

f101 
－９９９９ 
～９９９９ 

コンパレータの上限値 0000  

f102 
－９９９９ 
～９９９９ 

コンパレータの下限値 0000  

f103 
０～２ 

コンパレータモード 
0：比較しない 
1：ゼロ付近以外比較 
2：常時比較 

2  

f104 
－９９９９ 
～９９９９ 

コンパレータに使用されるゼロ付近 0000  

f105 
１～３ 

ヒステリシスの方向 
1：上方２段階判定 
2：上下限判定 
3：下方２段階判定 

2  

f106 
０．０～５．０ 

ヒステリシスの時間（０．１秒単位） 
0.0 の時ヒステリシスを使用しません。 

0.0  

f107 
００～９９ 

ヒステリシス幅（ｄ） 
00 の時ヒステリシスを使用しません。 

99  
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16.4. アナログ関係 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

設定内容 初期値 ユーザ設定 

f201 
－９９９９ 
～９９９９ 

ＤＡＶ ０Ｖ出力 0000  

f202 
－９９９９ 
～９９９９ 

ＤＡＶ １０Ｖ出力 1000  

f203 
－９９９９ 
～９９９９ 

ＤＡＩ ４ｍＡ出力 0000  

Ff204 
－９９９９ 
～９９９９ 

ＤＡＩ ２０ｍＡ出力 1000  

 

16.5. シリアル通信関係 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 
設定範囲 

設定内容 初期値 ユーザ設定 

f301 
２．４～３８．４ 

ボーレート 
2.4：２４００ｂｐｓ 
4.8：４８００ｂｐｓ 
9.6：９６００ｂｐｓ 
19.2：１９２００ｂｐｓ 
38.4：３８４００ｂｐｓ 

2.4  

f302 
７～８ 

データビット長 
7：７ビット 
8：８ビット 

7  

f303 
０～２ 

パリティ 
0：なし 
1：奇数パリティ 
2：偶数パリティ 

2  

f304 
１～２ 

ストップビット 
1：１ビット 
2：２ビット 

1  

f305 
１～２ 

ターミネータ 
1：ＣＲＬＦ 
2：ＣＲ 

1  

f306 
１～２ 

通信モード 
1：ストリーム 
2：コマンドモード 

1  

f307 
００～９９ 

機器番号 
00 は付加しない 

00  

f401 
f402 
f403 
f404 
f405 

００～７Ｆ 

単位文字（５文字） 
00 以降は無し 

00 
00 
00 
00 
00 

（１６進数） 
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17. 外形寸法図 
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パネルカット寸法・配置間隔 

※配置する際は、間隔をあけてください。                           
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